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調査研究・執筆等の発表

1）当館開催展覧会に伴う調査研究・発表
 展覧会図録への発表：7点15件（詳細は展覧会活動ページの各展図録内容を参照）
 外部の媒体への発表：7媒体19件

2）所蔵作品や館内の活動にかかわる調査研究・発表 

 当館の刊行物への発表：2媒体（年報、たいせつな風景）4件
 外部の媒体への発表：1媒体1件

3）その他の調査研究・発表
 外部の媒体への発表：4媒体5件

外部資金の活用

1）外部資金を活用した調査研究 

 科学研究費補助金（独立行政法人　日本学術振興会）
 「瀧口修造におけるコラボレーションと集団的想像力」研究分担者（朝木由香）
 「新出と既知の高橋由一作《西周像》について」研究代表者（長門佐季）、研究分担者（伊藤由美）
 公益財団法人ポーラ美術振興財団
 「新出と既知の高橋由一作《西周像》に関する修復と比較分析調査」代表研究者（伊藤由美）

2）外部資金を活用した展覧会・事業 

 協賛金・助成
 「視覚の実験室　モホイ＝ナジ／イン・モーション」展（株式会社資生堂、郵便事業株式会社、ミサワホーム、公益財団法人 野村財団）
 「シャルロット・ペリアンと日本」展関係事業国際シンポジウム
 （公益信託タカシマヤ文化基金、財団法人吉野石膏美術振興財団、公益財団法人ポーラ美術振興財団）
 「ベンシャーン　クロスメディア・アーティスト」展関連事業国際シンポジウム（公益財団法人ポーラ美術振興財団）
 「すべての僕が沸騰する　村山知義の宇宙」展（公益信託タカシマヤ文化基金、公益財団法人 野村財団）
 「生誕100年　藤牧義夫展　モダン都市の光と影」（芸術文化振興基金）

講師派遣・外部委員等就任

1）講演会講師等派遣（当館主催の学校連携プログラム以外の講師派遣）

実施日 内容 対象 会場 　　　　　　　　　　　　　　  参加者数   主催／共催 実施者

2011年5月13日 五教育事務所指導課会議における実務研修 教員 葉山町教育研究所 36 神奈川県教育委員会 松尾子水樹

6月15日 イメージ豊かに自分の思いを表現していく子を目指して
「アートカードを使った学習」

小学校教員 座間市立東原小学校 32 座間市小学校教育研究会 松尾子水樹

6月22日 美術スクールセミナー　講師 中学校２年生 北鎌倉女子学園中学校 59 北鎌倉女子学園中学校 松尾子水樹

6月25日 スキルアップ講座（図画工作・美術）　講師 教員 横須賀市教育研究所 9 横須賀市教育委員会 松尾子水樹

7月26日「教職員のための鑑賞教室」　講師 小学校教員 神奈川県立近代美術館　葉山 36 横浜市立中和田小学校 松尾子水樹

8月 2 日 逗子市・葉山町教育研究所　教員研修講座　講師 小・中学校教員 神奈川県立近代美術館　葉山 19 逗子市・葉山町教育委員会 松尾子水樹・鈴木智香子

8月23日 稲城市教育研究会（図工・美術部会）夏季教員研修 小・中学校教員 神奈川県立近代美術館　葉山 16 稲城市教育研究会 松尾子水樹・鈴木智香子

8月24日 神奈川県立総合教育センター研修講座　講師 中・高・特別支援校教員 神奈川県立近代美術館　葉山 13 神奈川県教育委員会 松尾子水樹・鈴木智香子

8月26日 藤沢市小学校教育研究会図画工作部会研修　講師 小学校教員 神奈川県立近代美術館　葉山　 53 藤沢市小学校教育研究会 松尾子水樹・鈴木智香子

1月18日 葉山町教育研究会図画工作・美術部会研修　講師 小・中学校教員 葉山町立一色小学校 5 葉山町教育委員会 松尾子水樹

1月19日 宝箱実習授業＋鎌倉市教委授業作り実践研修会　講師 ４年生及び小・中学校教員 鎌倉市立第二小学校 66 鎌倉市教育委員会 松尾子水樹・鈴木智香子

1月25日「美術鑑賞授業」（宝箱実習他）　講師 ６年生４クラス 逗子市立逗子小学校 144 逗子市立逗子小学校 松尾子水樹・鈴木智香子

2月 7 日「Museum　Box宝箱」体験研修　講師 地域活動ホーム径　スタッフ さかえ次世代交流ステーション 5 地域活動ホーム　径 松尾子水樹・鈴木智香子
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2）　外部委員等就任

職員名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　容

団体名 職　名

水沢　勉 群馬県立館林美術館 群馬県立館林美術館作品収集委員会委員

平塚市美術館 平塚市美術品選定評価委員会委員

公益財団法人ポーラ美術振興財団 助成事業選考委員

福岡市 福岡アジア美術館美術資料収集審査員

熊本市 熊本市美術品等収集審査委員会委員

東京国立近代美術館 東京国立近代美術館評議委員会委員

国立民族学博物館 国立民族学博物館文化資源共同研究員

岡山県立美術館 岡山県立美術館美術品評価委員会委員

鎌倉市 鎌倉市教育委員会美術工芸作品収集選定委員会委員

神奈川県美術展委員会 神奈川県美術展表彰式　授与者

橋　　秀文 湯河原町 湯河原町美術品等選定委員会委員

神奈川県民共済生活協同組合 第18回夏休みに描くクレヨン画コンクール審査員

神奈川県立図書館 平成23年度県民公開講座講師

山口蓬春記念館 山口蓬春記念館美術品評価委員

伊藤　由美 全国美術館会議 全国美術館会議「東日本大震災救援・支援対策本部」委員

平成23年度全国美術館会議研究部会幹事

文化財レスキュー事業 （兵庫県立美術館）

文化財レスキュー事業 （宮城県美術館）

文化財レスキュー事業 （岩手県立美術館）

文化財レスキュー事業 （陸前高田市立博物館）

東北地方太平洋沖地震被災文化財等救援委員会 被災文化財等救援事業 （盛岡市）

一般社団法人文化財保存修復学会 文化財保存修復学会第34回大会実行委員

岩手県立美術館 平成23年度教育普及事業講演会講師

是枝　　開 独立行政法人国際交流基金 ＣＣＡ　キュレーター・ミーティング　2011　参加キュレーター

東京芸術大学 非常勤講師

李　　美那 神奈川県社会福祉協議会 かながわシニア美術展審査員

多摩美術大学 多摩美術大学大学院博士後期課程学位審査委員

女子美術大学 「女子美スタイル 2011－再生の光をつむいで」審査委員

長門　佐季 東北芸術工科大学 特別講師

籾山　昌夫 茅ヶ崎市 茅ヶ崎市美術品審査委員会委員

朝木　由香 国立民族学博物館 国立民族学博物館文化資源共同研究員
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運営・管理報告

概況

（1） 沿　　　　革

 昭和26年11月17日 神奈川県立近代美術館として開館
 昭和41年   3月31日 収蔵庫及び常設展示室並びに附属棟を増設
 昭和44年   3月31日 学芸員室を増設
 昭和49年   8月   1日 神奈川県立近代美術館組織規則（昭和49年神奈川県教育委員会規則第9号）により、管理課、学芸課の2課を置く。
 昭和59年   7月28日 別館を開館
 平成  3年  10月30日 本館の改修工事完了
 平成13年   7月   5日 ＰＦＩ事業契約の締結
 平成15年   6月   1日 神奈川県立近代美術館組織規則の改正により、管理課、企画課、普及課の3課体制となる。
 平成15年   10月  11日 葉山館を開館

（2）　所掌事務

 　県民の近代美術に対する知識及び教養の向上を図るため、近代美術に関する資料の収集、保管及び展示並びにこれに関する調査研究、情報提
 供等を実施する。

（3）　施設の状況

ア　土　地
県　有 （葉山館分） 面　積 15,034.8㎡

※生涯学習課管理
（鎌倉別館分） 面　積   4,937.0㎡

借　用 （鎌倉館分） 面　積   4,243.1㎡
（有償分）   1,547.2㎡
（無償分）   2,695.8㎡

イ　建　物 面　積   4,034.0㎡
県　有 （鎌倉館分）   2,435.0㎡

（鎌倉別館分）   1,599.0㎡

ＰＦＩ事業の概要については、2007年度運営・管理報告（年報2007年度）p.63を参照

収入・支出の状況

収入 （千円） 支出（人件費含まず） （千円）

科　　目 金　額 内　　訳 科　　目 金　額 内　　訳

行政財産使用料 272 鎌倉館喫茶建物使用料等 維持運営費 62,213 維持管理

使用料 54,980 観覧料収入 美術館事業費 92,247 展覧会開催費

芸術文化振興基金助成金 100 教育普及事業委託金 調査研究事業費 251 調査研究謝礼等

立替収入 1,443 レストラン他高熱水費 教育普及事業費 2,562 教育普及事業

雑入 17,888 図録販売等 美術作品整備事業費 6,106 美術作品購入・修復

教育受講料収入 161 県立機関活用講座 特定事業費 461,825 維持管理業務（PFI）

県立機関活用講座開催事業費 278

計 74,844 計 625,481
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関係法規

神奈川県立近代美術館条例

昭和42年3月20日
条例第6号

　（趣旨）
第 1条　この条例は、神奈川県立近代美術館（以下「美術館」という。）の設置、管理等に関し必要な事項を定めるものとする。
　（設置）
第 2条　近代美術に関する資料の収集、保管及び展示並びにこれに関する調査研究、情報提供等を行い、県民の近代美術に対する知識及び教養の向
上を図るため、美術館を三浦郡葉山町一色2,208番地の1に設置する。

　（職員）
第 3条　美術館に、事務職員、技術職員その他の所要の職員を置く。
　（観覧料の納付）
第 4条　美術館に展示している美術館資料を観覧しようとする者は、別表に定める額の観覧料を納めなければならない。ただし、公開の施設に展示して
いる美術館資料の観覧については、この限りでない。

2　前項の規定にかかわらず、特別な企画の展覧会を開催する場合の観覧料は、神奈川県教育委員会（以下「教育委員会」という。）がその都度別に定める
ことができる。

3　前 2項の観覧料は、前納とする。
　（観覧料の減免）
第 5条　前条第 1項本文及び第 2項の規定にかかわらず、教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する者については、観覧料を減免することができる。
　（1）　教育委員会が開催する行事に参加する者
　（2）　教育課程に基づく教育活動として入館する高校生（学校教育法（昭和22年法律第26号。別表備考において「法」という。）第 1条に規定する高等学

校及び中等教育学校の後期課程並びにこれらに準ずる教育施設に在学する者をいう。別表において同じ。）並びに児童及び生徒の引率者
　（3）　その他教育委員会が適当と認めた者
　（観覧料の不還付）
第 6条　既に納付された観覧料は、還付しない。ただし、教育委員会が災害その他特別の事情により還付するのを適当と認めたときは、この限りでない。
　（資料の特別利用）
第 7条　美術館資料を学術上の研究のため特に利用しようとする者は、教育委員会の承認を受けなければならない。
　（利用の制限）
第 8条　教育委員会は、美術館の利用者が次の各号のいずれかに該当する場合には、その利用を制限することができる。
　（1）　この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。
　（2）　他の利用者に著しく迷惑をかけるおそれがあると認めるとき。
　（3）　施設、美術館資料等を損傷するおそれがあると認めるとき。
　（4）　その他教育委員会が必要と認めるとき。
　（委任）
第 9条　この条例に定めるもののほか、美術館の管理等に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。
　　　附　則
1　この条例は、昭和42年 4月1日から施行する。
2　神奈川県立近代美術館条例（昭和26年神奈川県条例第46号）は、廃止する。
　　　附　則（昭和50年12月27日条例第58号抄）
1　この条例は、昭和51年 4月1日から施行する。（後略）
　　　附　則（昭和55年12月23日条例第60号抄）
1　この条例は、昭和56年 4月1日から施行する。（後略）
　　　附　則（昭和58年12月21日条例第41号抄）
　（施行期日）
1　この条例は、昭和59年 1月1日から施行する。ただし、（中略）第8条の規定は公布の日から起算して8月を超えない範囲内で神奈川県教育委員会規則
で定める日から施行する。

　　　附　則（平成 4年12月22日条例第62号）
　（施行期日）
1　この条例は、平成5年 1月1日から施行する。ただし、第 2条及び第 5条から第 9条までの規定は、同年 4月1日から施行する。
　（経過措置）
2　第 1条、第 3条、第 4条及び第10条から第12条までの規定の施行の際現に申込みを受理しているものに係る神奈川県立音楽堂、神奈川県立相模湖漕
艇場、神奈川県立体育センター、神奈川県立県央地区体育センター、神奈川県立西湘地区体育センター、神奈川県立武道館、神奈川県立スポーツ会
館若しくは神奈川県立相模原球場（以下「神奈川県立音楽堂等」という。）の利用又は平成 5年 1月1日から同年 3月31日までの間の神奈川県立音楽堂
等の利用（相模湖漕艇場の艇庫の利用については、平成 5年 1月1日から同年 3月31日までの間にその利用を開始し、かつ、その引き続く利用期間が
平成 5年 4月1日以降にまたがる場合の当該平成 5年 4月1日以降の期間における利用を含む。）に係る使用料については、これらの規定に規定する各
条例のこれらの規定による改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。
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　　　附　則（平成13年 3月27日条例第22号）
　この条例は、平成13年 4月1日から施行する。
　　　附　則（平成15年 3月20日条例第43号）
　この条例は、公布の日から起算して6月を超えない範囲内において教育委員会規則で定める日から施行する。
　（平成15年 5月教育委員会規則第10号で、同15年 6月1日から施行）
　　　附　則（平成19年 1月30日条例第 3号）
　この条例は、平成19年 4月1日から施行する。
　　　附　則（平成20年 1月25日条例第 1号）
　この条例は、公布の日から施行する。
　　　附　則（平成21年 3月27日条例第25号）
　この条例は、平成21年 7月1日から施行する。

別表（第4条関係）

区　分 個　人 20人以上の団体

20歳以上65歳未満の者（学生及び高校生を除く。） 1人につき　250円 1人につき　150円

20歳未満の者（高校生を除く。）
学生（65歳以上の者を除く。） 同　　　　150円 同　　　　100円

65歳以上の者
高校生

同　　　　100円 同　　　　100円

備考　1　学生とは、法第 1条に規定する大学及び高等専門学校、法第124条に規定する専修学校並びに法第134条第 1項に規定する
　　　各種学校に在学する者をいう。
　　　2　学齢に達しない者並びに法第１条に規定する小学校、中学校、中等教育学校の前期課程及び特別支援学校並びにこれら 
　　に準ずる教育施設に在学する者は、無料とする。
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組織

　葉山館の整備による組織の改編を行うため、神奈川県立近代美術館組織規則を改正（平成15年6月1日施行）し、従来の管理課・学芸課の２課体制から、
管理課・企画課・普及課の3課体制となった。平成23年6月1日現在の職員配置状況は次のとおり。

館長 副館長 管理課　　常勤5＋再任用4

（学芸員） （管理課長兼務） 人事、財産管理、予算経理、観覧料徴収など

   企画課　　常勤4＋臨任1＋非常勤3（うち学芸員　常勤3＋臨任1＋非常勤3）
 美術作品の収集・保管、調査研究及び展覧会の企画・実施、美術情報システムなど

 普及課　　常勤3＋再任用2＋臨任1＋非常勤6（うち学芸員　常勤3＋臨任1＋非常勤4）
 美術に関する教育・普及に関する調査研究及び展覧会の企画・実施、美術図書の収集・保管・
 閲覧、学校教育等との連携など
職員数合計　　31人
　常勤14人（うち学芸員7人）、再任用6人、臨任2人（うち学芸員2人）、非常勤9人（うち学芸員7人）

施設別配置状況
　葉　山　館　　22人〈常勤10人（うち学芸員5人）、再任用4人、臨任2人（うち学芸員2人）、非常勤6人（うち学芸員4人）〉
　鎌　倉　館　　９人〈常勤４人（うち学芸員２人）、再任用２人、非常勤３人（うち学芸員３人）〉

職員一覧

館長　　　水沢　　勉

副館長　　巴　　靖章（6月1日から）

管理課　　課長 橋本　千晴（5月31日まで）
 課長（兼） 巴　　靖章（6月1日から）
 副主幹 會津　　勉（5月31日まで）
 副主幹 高麗　克美（5月31日まで）
 副主幹 中田　　馨（6月1日から）
 副主幹 杉本　邦夫
 副主幹 田中　　博（6月1日から）
 副主幹 山口　陽弘
 主事 江成　真実子
 管理業務専門員 大貫　一郎
 管理業務専門員 小神　敏行
 管理業務専門員 薄井　健一
 管理業務専門員 守武　治比古（6月1日から11月30日まで）
 非常勤事務補助員　　　北口　正子（5月31日まで、12月2日から）

企画課 課長 橋　　秀文（6月1日から）
 専門研究員 伊藤　由美
 専門学芸員 橋　　秀文（5月31日まで）
 主任学芸員 李　　美那
 主任学芸員 長門　佐季
 臨時学芸員 朝木　由香
 非常勤学芸員 西澤　晴美
 非常勤学芸員 新井　陽子
 非常勤学芸員 辻岡　裕明

普及課 課長（兼） 橋　　秀文（6月1日から）
 主任学芸員 是枝　　開
 主任学芸員 籾山　昌夫
 学芸員 三本松倫代
 臨時学芸員 土居　由美
 非常勤学芸員 山内　舞子
 非常勤学芸員 松尾子水樹
 非常勤学芸員 鈴木智香子
 非常勤学芸員 長島　彩音

 〔美術図書室〕
 図書業務主任専門員 市川　雄基
 図書業務専門員 野田　容子
 非常勤司書 藤代　知子
 非常勤司書 高橋麻衣子
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